
 

全日本証券研究学生連盟              「証券ゼミナール大会」開催について                    
 

                                           日証協・証券教育広報センター・平19.12.14・15   

  

 

全日本証券研究学生連盟（委員長：天口 恵理子・中央大学）主催の平成19年度「証券ゼミナー

ル大会」が、平成19年12月14日（金）、15日（土）の2日間にわたり開催された。 

本大会は、日本証券業協会が活動を支援している全日本証券研究学生連盟が、連盟創立30周年記

念事業として昭和55年に初めて開催したもの。27回目となる今大会には、全国の27大学の証券・

金融論を研究しているゼミナールと証券研究会から116論文が提出され、570名の学生が参加した。

指導講師、大会役員を合わせると総勢634名となり、大変盛況であった。 

 

大会参加者数の推移 
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(注）昭和56年度は開催されていない。

 

今大会の論文テーマには、「日本におけるＭ＆Ａのあるべき姿」、「J-REIT は市場規模を拡大でき

るか」といった証券に関するものや、「日本における企業の社会的責任と企業投資のあり方」といっ

た学生の関心も高い７テーマが選定された。 

大会中は、7テーマについて15ブロックに分かれて討論が進められた。各ブロックでは、担当講

師の指導のもと、提出論文をもとに日頃学生達が考えている意見や今後の展望などについて、活発

な討論や意見交換が行われた。大会の様子や各ブロックにおいて優秀賞を受賞した団体の一覧等は

全日本証券研究学生連盟のホームページに掲載されている。 

学生達には、こうした討論を通じて相互に研鑽を深め、また自らの資質を高めることで、将来の

金融・証券市場ひいては日本経済の発展に大きく貢献することが期待されている。 

本協会では、今後も同大会を支援していくと共に、学校教育現場における金融・証券市場に関す

る知識の普及啓発活動を一層強力に進めていく方針である。 
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平成19年度｢証券ゼミナール大会｣の概要 

 

【開催期間】平成19年12月14日(金)～15日(土) 

【会  場】国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区） 

【主  催】全日本証券研究学生連盟 

【後  援】日本証券業協会 証券教育広報センター 

【協  力】(財)石井記念証券研究振興財団、(財)日本証券経済研究所・証券経済学会 

【論文テーマ・指導講師】 

第1テーマ「日本の金融機関は国際金融市場の中で生き残れるか」 

Ａブロック 中央大学 商学部准教授                 奥山 英司  氏 

Ｂブロック 名古屋商科大学 会計ファイナンス学部教授        村井 睦男  氏 

第2テーマ「日本におけるＭ＆Ａのあり方」 

Ａブロック ㈱ニッセイ基礎研究所 経済調査部門主任研究員        小本 恵照  氏 

Ｂブロック 立命館大学 経営学部教授                  松村 勝弘  氏 

Ｃブロック 北星学園大学 経済学部教授                 山口 博教  氏 

Ｄブロック 木村証券㈱ 経済調査部チーフエコノミスト          北川 彰男  氏 

第3テーマ「機関投資家の運用のあるべき姿」 

          野村アセットマネジメント㈱ 企業調査部参事        木村 祐基  氏 

第4テーマ「日本における金融教育のあり方」 

Ａブロック 椙山女学園大学 文化情報学部教授                  武長 脩行  氏 

Ｂブロック ㈶日本証券経済研究所 主任研究員            福田 徹    氏 

第5テーマ「これまでの金融政策と今後の展望」 

Ａブロック 日本大学 経済学部教授                       北村 宏隆  氏 

Ｂブロック 立命館大学 経済学部教授                 松本 朗   氏 

第6テーマ「J-REITは市場規模を拡大できるか」 

         ㈳不動産証券化協会 企画部主任調査役             澤田 考士  氏 

第7テーマ「日本における企業の社会的責任と企業投資のあり方」 

Ａブロック トヨタファイナンシャルサービス㈱  

取締役シニアバイスプレジデント              藤井 幹雄  氏 

Ｂブロック 関西大学 商学部専任講師                  田村 香月子氏 

Ｃブロック 多摩大学 統合リスクマネジメント研究所 フェロー      江畑 徹   氏 
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【参加団体】27大学 40団体 570名 

(大学名は左から五十音順、括弧内は指導教授名等・敬称略) 

〈ゼミナール〉 

石巻専修大学（大坂） 中京大学（入江） 

大阪経済大学（樋口） 獨協大学（斉藤）石巻専修大学（大坂） 

神奈川大学（戸田） 長崎大学（内田・川村） 

金沢大学（松浦） 新潟大学（山田） 

関西大学（田村） 日本大学（佐藤） 

関西学院大学（寺地） 法政大学（飯田） 

慶應義塾大学（池尾） 北星学園大学（山口） 

埼玉大学（相沢） 明治大学（萩原・勝・坂本） 

滋賀大学（有馬） 名城大学（三谷） 

下関市立大学（西戸） 桃山学院大学（松尾） 

諏訪東京理科大学（伊藤） 立教大学（亀川・北原・渡辺） 

中央大学（井村・高田） 立命館大学（松村・松本） 

 

〈研究会〉 

大阪経済大学証券研究部 名古屋商科大学ファイナンス研究会 

関西学院大学証券研究会 日本大学経済学部証券研究会 
近畿大学証券研究会 日本大学商学部証券研究会 

滋賀大学金融資本市場研究会 立命館大学証券研究会 

中央大学証券研究会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（発表の様子）                     （討論の様子） 

                          

全日本証券研究学生連盟ホームページ 

http://www.shougakuren.net/ 
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